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第３３号議案 

芦屋市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

 芦屋市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例を別紙のように定め

る。 

平成３１年３月４日提出 

                        芦屋市長 山 中  健    

提案理由 

 非常作業手当を支給する対象に災害警戒本部の設置に伴う業務に従事した職員を，

特殊事務手当を支給する対象に芦屋市立幼保連携型認定こども園の副園長の職務に係

る業務に従事した職員を新たに加えるため，この条例を制定しようとするもの。 
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芦屋市条例第  号 

   芦屋市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 

 芦屋市職員の特殊勤務手当に関する条例（平成１７年芦屋市条例第４７号）の一部を次のように改正する。 

 次の表中下線又は太枠の表示部分(以下改正前の欄にあっては「改正前部分」と，改正後の欄にあっては「改正後部分」 

という。)については，次のとおりとする。 

(1) 改正前部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは，当該改正前部分を当該改正後部分に改める。 

(2) 改正前部分のみ存在するときは，当該改正前部分を削る。 

(3) 改正後部分のみ存在するときは，当該改正後部分を加える。 

改正後 改正前 

（支給取扱い） 

第４条 （略） 

２・３ （略） 

４ 第２項の規定にかかわらず，別表特殊事務手当第４項に規定

する折衝業務又は住民説明会に直接従事した場合の手当の額 

は，従事した時間に応じて，同項に規定する手当の額に，次の

表の区分による支給割合を乗じて得た額（１円未満の端数は，

切り捨てる。）とする。 

（略） 

５ （略） 

（支給取扱い） 

第４条 （略） 

２・３ （略） 

４ 第２項の規定にかかわらず，別表特殊事務手当第５項に規定

する折衝業務又は住民説明会に直接従事した場合の手当の額 

は，従事した時間に応じて，同項に規定する手当の額に，次の

表の区分による支給割合を乗じて得た額（１円未満の端数は，

切り捨てる。）とする。 

（略） 

５ （略） 

（併給禁止） 

第５条 （略） 

２ 次の表の左欄に掲げる特殊勤務手当が支給される日又は支給

される場合については，当該手当に対応する同表右欄に掲げる

特殊勤務手当は支給しない。 

（併給禁止） 

第５条 （略） 

２ 次の表の左欄に掲げる特殊勤務手当が支給される日又は支給

される場合については，当該手当に対応する同表右欄に掲げる

特殊勤務手当は支給しない。 
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改正後 改正前 

技術技能手当 特殊事務手当（別表特殊事務手当第４項に規定

する手当を除く。） 

教員特殊業務手当 （略） 

３ （略） 

技術技能手当 特殊事務手当（別表特殊事務手当第５項に規定

する手当を除く。） 

教員特殊業務手当 （略） 

３ （略） 

別表（第２条関係） 別表（第２条関係） 

種類 支給される職員の範囲 支給額 

防疫手

当～汚

物取扱

手当 

（略） 

非常作

業手当 

１ 災害対策本部（水防本

部を含む。以下同じ。）

又は災害警戒本部の設置

に伴う防災作業，救助，

調査，避難者の誘導等の

業務（以下「防災作業 

等」という。）に従事し

た職員 

(1)～(4) （略） 

２ （略） 

３ 建設現場等において，

所属長の命により，雨荒

天（警報発令時等）の中

で，屋外作業に従事した

職員 

(1) （略） 

(2) １時間以上にわたり，

災害対策本部又は災害警

戒本部の設置に伴う防災

作業等に従事した場合 

１日につき１，８００円

（終日にわたり防災作業

等に従事した場合は，１

日につき６００円を加算

する。） 

種類 支給される職員の範囲 支給額 

防疫手

当～汚

物取扱

手当 

（略） 

非常作

業手当 

１ 災害対策本部（水防本

部を含む。以下同じ。）

の設置に伴う防災作業，

救助，調査，避難者の誘

導等の業務（以下「防災

作業等」という。）に従

事した職員 

(1)～(4) （略） 

２ （略） 

３ 建設現場等において，

所属長の命により，雨荒

天（警報発令時等）の中

で，屋外作業に従事した

職員 

(1) （略）  

(2) １時間以上にわたり，

災害対策本部の設置に伴

う防災作業等に従事した

場合 １日につき１，８

００円（終日にわたり防

災作業等に従事した場合

は，１日につき６００円

を加算する。） 
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改正後 改正前 

交代制

勤務手

当～技

術技能

手当 

（略） 

特殊事

務手当 

１～５ （略） 

６ 市立保育所の副所長又

は市立認定こども園の副

園長の職務に係る業務に

従事した職員 

１月につき６，０００円 

教員特

殊業務

手当～

年末年

始等特

別勤務

手当 

（略） 

交代制

勤務手

当～技

術技能

手当 

（略） 

特殊事

務手当 

１～５ （略） 

６ 市立保育所の副所長の

職務に係る業務に従事し

た職員 

１月につき６，０００円 

教員特

殊業務

手当～

年末年

始等特

別勤務

手当 

（略） 

附 則 

この条例は，平成３１年４月１日から施行する。
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参 照 

芦屋市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正要綱 

１ 改正の趣旨 

  非常作業手当を支給する対象に災害警戒本部の設置に伴う業務に従事した職員を，

特殊事務手当を支給する対象に芦屋市立幼保連携型認定こども園（以下「認定こど

も園」という。）の副園長の職務に係る業務に従事した職員を新たに加えるため，

この条例を制定しようとするもの。 

２ 改正の内容 

(1) 非常作業手当を支給する対象に災害警戒本部の設置に伴う業務に従事した職員

を新たに加える。（別表関係）

ア 防災作業，救助，調査，避難者の誘導等の業務に従事した職員 

(ｱ)  勤務時間外に緊急に出動し，防災作業等に従事した場合に１回につき１，

０００円を支給する。 

    (ｲ) がけ崩れ，河川のはん濫，高潮等の現場又は災害のおそれのある極めて危

険な場所において，防災作業に従事した場合に１時間につき４００円（深夜

（午後１０時から翌日の午前５時までの間をいう。以下同じ。）に従事した

場合は，６００円）を支給する。 

    (ｳ) 荒天時に屋外において，防災作業等に従事した場合に１時間につき２００

円（深夜に従事した場合は，３００円）を支給する。 

   (ｴ) 勤務時間外に施設又は避難所において，避難者の世話等の業務に従事した

場合に１時間につき２００円（深夜に従事した場合は，３００円）を支給す

る。 

イ 建設現場等において，所属長の命により，雨荒天（警報発令時等）の中で，

屋外作業に従事した職員が１時間以上にわたり，防災作業等に従事した場合に 

１日につき１，８００円（終日にわたり防災作業等に従事した場合は，１日に

つき６００円を加算する。）を支給する。
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 (2) 特殊事務手当の支給対象に認定こども園の副園長の職務に係る業務に従事した

職員を新たに加える（月額６，０００円）。（別表関係） 

(3) その他規定の整理 

３ 施行期日 

平成３１年４月１日 


